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阿
武
隈
川
築
堤
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
ま
す「

阿
武
隈
川
本
宮
左
岸
地
区
治
水

対
策
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
へ
の
提
言
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
市
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
の

本
宮
左
岸
地
区
は
中
心
市
街
地
に

位
置
し
て
お
り
、
洪
水
氾
濫
に
よ

る
被
害
の
大
き
さ
が
極
め
て
高
い

地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
宮
左
岸
地
区
は
、
阿
武
隈
川

と
市
街
地
や
街
路
が
隣
接
す
る
地

形
条
件
か
ら
市
街
地
へ
の
影
響
が

大
き
い
た
め
、
治
水
対
策
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
河
川
事
業
の
み

な
ら
ず
、
阿
武
隈
川
に
接
す
る
住

宅
・
商
業
地
さ
ら
に
街
路
等
を
含

め
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
と
一

体
と
な
っ
た
治
水
対
策
の
計
画
検

討
を
目
的
に
、
地
域
住
民
の
代

表
、
学
識
経
験
者
、
本
宮
市
、
福

島
県
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
構
成

さ
れ
た
「
阿
武
隈
川
本
宮
左
岸
地

区
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
に
お
い

て
、
昨
年
10
月
か
ら
３
回
に
わ
た

る
議
論
・
検
討
が
な
さ
れ
、
ま
た
、

「
意
見
を
聴
く
会
」
に
お
い
て
流

域
に
お
住
ま
い
の
方
々
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
踏
ま

え
た
検
討
を
行
い
、
３
月
27
日
開

催
さ
れ
た
第
４
回
の
懇
談
会
に
お

い
て
提
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

提
言
で
は
、「
治
水
対
策
と
一

体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
各
事
業

主
体
が
連
携
・
調
整
を
図
る
と
と

も
に
、
事
業
実
施
、
維
持
管
理
な

ど
の
各
段
階
に
お
け
る
積
極
的
な

住
民
参
加
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。」
と
の
内
容
で
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
宮
左
岸
地
区
の
堤
防

整
備
は
、
百
日
川
か
ら
鳴
瀬
ま
で

の
約
２
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

間
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈整備構想〉
★安全で定住できるまちづくり
★まち並・景観に配慮したまちづくり
★歴史・川・緑を活かしたまちづくり
★交流を育み賑わいのあるまちづくり

本宮左岸地区のまちづくり構想図

駅
前
広
場
整
備

本宮駅

防
災

拠
点

☆憩いのスペースの整備

水辺に
親しむ動線

水と緑が
結び合う動線

☆管理用通路の歩車道分離
　（せせらぎ通り）

☆水と緑の歩行者ネットワークの確保
　川前も散策できる散策路の整備

☆歴史的建造物の再活性化

☆昔ながらの自然と調和した護岸づくり
☆水辺へのアプローチ・散策路の連続性

☆防災拠点づくり
　防災ステーション、水防センター、
　避難所、耐震性貯水槽

☆左岸を眺望できる空間づくり

☆建築物等の容積率の緩和
☆建替えや改修に併せた街並み
　形成のためのルールづくり
☆下水道の整備推進（雨水幹線）

☆川とまちの交流の場
　としての空間づくり
☆駅前通り交流施設の建設

中心市街地の
回遊性ネットワーク

歴史・川・緑の
ネットワーク

検討区域

川前のまち並みのルール化（例）

管理用通路のせせらぎ通り（例）

子どもたちが集う親水公園づくり（例）

川と憩う（例）（ベンチ・植栽）

川前を散策できる動線の整備（例）

パラぺット美装化（例）

水辺の小学校の再整備（例）

安らぎ・開放感のある河川空間（例）


